
図3.第0週と第1週水使用量の変化
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水使用量のフィードバックがその後の水使用に与える影響
―水資源の共有財としての意識化―
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背景と目的

貯水池の枯渇時期と水の高需要が重なることで，夏場の渇水のリスクは
ますます高まり，安定的な水供給が脅かされることが危惧されている．

調査方法

①共有財を意識させたイラストの与える影響
◆高消費家庭について，短期的に水使用量の増加を抑制した効果が見られた
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図1.高消費家庭における
各週の水使用量（中央値）の変化
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アンケート結果（調査終了後）

③今後の課題～共有財が行動に与える影響ついて～
◆長期的な効果を持つのか，これから検討する必要がある
◆他の情報通知方法の効果と比較検討
◆夏場（8～9月）と別の時期（例：11月～12月）での効果の検証

実用的な展開

水分野でスマートメータが導入された場合，
効果的なフィードバック方法となる可能性あり

課題
消費者自ら節水行動に変容させることは可能か
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＊使用量に応じて，10種類の貯水量レベルを用意
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目的
水需要を変化させるのに
有効なフィードバック方法を探る
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②水使用量のピークカット

図2.低消費家庭における
各週の水使用量（中央値）の変化
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Q.この1カ月，
どのように水を使おうと思いましたか？

フィードバック群は使用量の情報通知により，
意図的に節水を行おうとした人が増えた

フィードバックなしフィードバック
（イラストの送信）
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①短期的な水使用量の抑制効果

2つの可能性 いつもより減らそうとした
いつもよりやや減らそうとした
いつもと変わらない

いつもよりやや増やそうとした
いつもより増やそうとした

過度な貯水量の枯渇が起きた際に
意識喚起できる？水を多く使う期間において，使用量の増加を

抑えられる可能性

高消費家庭において節水を促進させる可能性
（ただし今回の調査では短期的な期間のみ）
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今回のイラストにて水使用量をフィードバックすることで，
高消費者の水使用量に短期的な影響を与えることができた②アンケート結果

◆コントロール群に比べてフィードバック群の節水意識が高まった
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結果のまとめと課題


